
プラスチック容器取扱い時の注意事項 

① 容器の縁で指先などを切る恐れがありますので、取扱いには 

充分ご注意下さい。 

② プラスチックは静電気を帯びやすいので、埃のない清潔な場所で 

保管して下さい。 

③ 容器は、直射日光に当たると劣化してもろくなり割れやすくなります。 

なるべく日光に当たらないようにして下さい。 

④ 容器は、熱により変形したり燃えることがあります。 

火・ストーブ・蒸気配管などの熱源の近くに置かないようにして下さい。 

⑤ 容器は、溶けたり分解して発火する恐れがあります。 

オーブンやオーブンレンジでの使用はお控え下さい。 

 

ポリスチレン製(ＰＳ)容器の注意事項 

① PS製容器の実用最高使用温度は８０℃以下になっています。 

温度に注意してご使用下さい。 

② PS製容器は、レモンやオレンジなど柑橘類の皮に含まれている 

成分(リモネン)によって、変質し溶ける恐れがあるため、直接容器に 

触れないようご注意下さい。 

③ PS製容器は、テルペン油・ハッカ油・えごま油・しそ油・ＭＣＴ油など 

一部の食品油、ベンジン、シンナーなどに溶けることがありますので 

ご注意下さい。 

※必ず劣化するものではなく、量・温度・時間などの使用状況によって大きく 

異なります。 

※ＭＣＴ油・・・やし油などに含まれている成分(中鎖脂肪酸トリグリセライド) 

 


